
認知症に関するアンケート（民生委員）

問１ あなた自身についておうかがいします。

Q1 年齢 Q2 性別

Q3 お住いの学区

Q5 認知症サポーター養成講座受講歴

  Q4 民生委員歴

 認知症サポーター養成講座の受講歴は、前回調査時よりも約10%増えている。

 回答者は70代が約6割を占め、性別は女性がやや多いが、男性も4割程度とこれまでと傾向に

変わりない。

 民生委員歴は「5年以上」「10年以上」が一定数を占め、経験豊富な層からの回答が多かっ

た。

50代
6.1%

60代
33.3%

70代
57.6%

80代
3.0%

男性
39.4%

女性
51.5%

未記入
9.1%

3.3%

33.3%

6.7%36.7%

20.0%
１年目
２年目
３年目
４年目
５年以上
10年以上

24.2%

18.2%
24.2%

18.2%

12.1%
3.0%

音更中学校区

共栄中学校区

下音更中学校区

緑南中学校区

駒場中学校区

その他

45.5%

35.4%

45.5%

58.3%

9.1%

6.3%

R7

R5  あり

 なし

 未記入



認知症に関するアンケート（民生委員）

問２ あなたは、今までに認知症の人と接したことはありますか。（複数回答）

問３ あなたは、65歳未満で発症する「若年性認知症」のことを知っていますか。

 回答者の中には、「接したことがない」と回答した人はおらず、全員が何らかの接点を有し

ていた。「家族」が60.6％と最も高く、続いて「親戚」が39.4％、「近所づきあい」と「医

療・介護以外の仕事」が36.4％となっている。

 令和２年度から５年度にかけ、大きく認知度が向上し、７年度の調査でも前回調査に引き続

き、認知度は9割以上と高水準を維持。知識の普及は定着段階にあるといえる。

0.0%

2.1%

21.3%

14.9%

14.9%

46.8%

42.6%

44.7%

0.0%

3.0%

12.1%

21.2%

36.4%

36.4%

39.4%

60.6%

接したことがない

その他

医療・介護の現場で働いている（いた）

街中などで、たまたま見かけたことがある

医療・介護以外の仕事を通じて

近所づきあいの中で、接したことがある

親戚の中にいる（いた）

家族の中にいる（いた）

 R7

 R5

93.9%

97.9%

38.8%

6.1%

2.1%

57.6% 3.5%

 R7

 R5

 R2  はい
 いいえ
 未記入



認知症に関するアンケート（民生委員）

問４ あなたは認知症に対してどのようなイメージを持っていますか。

※その他の回答

進行程度により上記1項から3項までの範囲
その人、それぞれの症状なのでは…その症状にあったケアを受けれると良いのでは。

 医療・介護等の支援を前提とした地域生活可能との認識が45.5％と最も高い。地域での生活

を前提とした認識は、合算すると約6割を占める。全面的に否定的なイメージは少数にとどま

り、理解は概ね前向きである。

問５   あなたの担当地域に、認知症のような症状があり生活に困難な様子が見える高齢者 

     がいた場合、あたなはどこに相談すると思いますか。（複数回答）

 前回同様、地域包括支援センターが最も多い相談先となっており、前回調査時よりもわずか

に低下しているが、依然高水準にあり、相談先の認知は定着していると考えられる。前回同

様、「どこに相談すべきかわからない」の回答はなかった。

15.2%

45.5%

18.2%

3.0%
3.0%

9.1%
6.1%

工夫して補いながら、地域で自立的に生活できる
医療・介護などのサポートで、地域で自立的に生活できる
介護施設に入ってサポートを受けることが必要
周りに迷惑をかけるので、地域で暮らすことが難しい
症状が進行し何もできなくなる
わからない
その他
未記入

0.0%

0.0%

14.6%

14.6%

16.7%

52.1%

50.0%

89.6%

0.0%

0.0%

3.0%

15.2%

18.2%

42.4%

57.6%

84.8%

どこに相談したらよいかわからない

その他

社協

自分以外の民生委員

区長など町内会の役員等

役場（福祉係・町民相談の係）

役場高齢者福祉課

地域包括支援センター

 R7

 R5



認知症に関するアンケート（民生委員）

※「ある」と答えた人はどこに繋ぎましたか。（複数回答）

※その他の回答

家がわからなく、警察に連絡した

問６ あなたの担当地域に、認知症のような症状があり生活するのに困難な様子が見える高

   齢者について、実際に相談機関につないだり、情報提供したことはありますか。

 相談先の認知度の向上とは対照的に、相談機関へつないだ経験があるとの回答は、今回の調

査では21.2％となり、前回（27.7％）から低下している。相談先としては、「地域包括支援セ

ンター」が71.4％で最も多かった。

21.2%

27.7%

78.8%

72.3%

R7

R5  ある

 ない

7.7%

11.5%

57.7%

0.0%

11.5%

61.5%

65.4%

0.0%

0.0%

30.8%

0.0%

7.7%

23.1%

84.6%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

14.3%

28.6%

71.4%

社協

自分以外の民生委員

役場（福祉係・町民相談の係）

その他

区長など町内会の役員等

役場高齢者福祉課（旧包括）

地域包括支援センター

 R7

 R5

 R2



認知症に関するアンケート（民生委員）

※回答理由

１ 知ってもらい、見守りや声掛けをお願いしたい

２ 知っておくだけ知っておいてほしい      ３ あえて知ってもらう必要もない

４ できればあまり知られたくないので、隠したい ５ その他

回答

1

2

3

1

1
2

1

1
1
1
1

1

1 安全対策。
3

理由
認知症はこれからも、高齢になってくるとありえることなので、近所の人に伝えて手助けして
もらえることがあれば、助けてもらいたいと思う。
積極的な協力ではなく、日常生活の中で見かけたときにそっとした見守りと、さりげなく優し
い声かけをしていただき、何か気づかれたことがあれば家族に知らせてほしいと思います。
父の初期の認知症の時から見守ってきて、１，２，３年と進行して最後は何もわからなくなり
話さなくなりました。
認知症に限らず、普段からのお付き合いが災害時の避難とか助け合うことで、地域生活、活動
ができると思う。お互い様の気持ちが持てる地域でありたい。
不明者になる認知症の人がいる。見張るわけではないが、知っておいてもらった方が良い。

町内会の会長のみに知らせても良い。避難行動にも関係があるので。

当事者側で、閉鎖的雰囲気にしていると、近所の人も気になっていても声がかけづらくなって
しまうと思う。またそのことで憶測や噂が先行する場合も考えられる。
家族だけではなく、近所のひとたちに迷惑をかけてしまうことを未然に防げるのではと思う。

徘徊などの症状Gああり、外出した場合声をかけてほしい。

周りに知っておいてもらうことで防げる事故等もあると思われるため。

近隣の人に知ってもらっておいた方が良いと思います。

もし、外出して家に帰宅できなくなってしまったときに、近所の方が知っていれば声掛けして
もらえるかもしれないので、知ってもらう方が良いと思う。隠す必要はないと思う。

本人のプライバシー保護の視点。

問７ もし、あなたやあなたの家族が認知症になった場合、そのことを近所の人に知っても   

   らおうと思いますか。

66.7%

56.3%

57.6%

24.2%

16.7%

24.7%

9.1%

22.9%

14.1%

4.2%

1.2% 2.4%

R7

R5

R2

知ってもらい、見守りや声掛けをお願いしたい

知っておくだけ知っておいてほしい

あえて知ってもらう必要もない

できればあまり知られたくないので、隠したい

その他

未記入



認知症に関するアンケート（民生委員）

1

3
1
2
2

2

1

問８ あなたは普段、近所の人と、どの程度の付き合いが必要と考えますか。

※その他の内容

見守りやおしゃべりをすることで、楽しく活き活きしてくるから。また、認知症の進み具合を
第3者目線から聞くことができる。徘徊や行方不明を防ぐ。
普段通りの生活に心がけさせたい。

サポートを受けたいから。

独居の場合、知ってもらっていると、情報を得やすい。

まわりの方の状況もあるので、相手の負担にならない程度のお願いはするかも？です。

暮らしている地域での居住が長いので、周囲に存在を認知されていることもあり、隠す必要性
を感じない。本人が隠れて暮らすことを望まないと思われるため。
もし、当人が外出した場合には、近所の助けが必要となることがある。

となり近所、４，５件の方々とは仲良くしています。

 「知ってもらい、見守りや声かけをお願いしたい」「知っておくだけ知っておいてほしい」

の、肯定的な回答は計9割超と高水準を維持し、前回より増加している。

 「挨拶を交わす程度」が増加し、「まったく付き合わない」は減少していることから、基礎

的接点の裾野は広がっている一方で、一定の関係性を伴う交流は縮小傾向にある。時代の変化

とともに、関係の深度や継続性においては変化が生じている可能性が示唆される。

24.2%

6.3%

8.2%

39.4%

45.8%

41.2%

6.1%

10.4%

9.4%

24.2%

29.2%

38.8%

3.0%

8.3%

1.2% 1.2%

 R7

 R5

R2

まったく付き合わない 挨拶を交わす程度
世間話や立ち話をする程度 留守をするときに声をかけあう程度



認知症に関するアンケート（民生委員）

問９ あなたの地域での住民同士のつながりはどのように見えますか。

 「十分につながりがある」の増加はみられず、「ややある」が中心となっている。日常的接

点は拡大しているものの、住民同士の強い関係性の形成には至っていないことが示唆される。

問１０ 認知症の人と家族が暮らしやすい地域づくりのためにあなたができそうなことは何

    ですか。（複数回答）

 声かけや日ごろの関係づくりを挙げる割合は高水準を維持している。一方で、相談機関の紹

介や認知症の学習機会を持つことを選択した人は前回調査から大きく低下した。

2.1%

14.6%

50.0%

54.2%

60.4%

56.3%

47.9%

70.8%

81.3%

3.0%

15.2%

30.3%

48.5%

48.5%

51.5%

60.6%

75.8%

75.8%

その他

やりたいことや趣味活動を一緒にする

認知症の理解や対応を学ぶ機会を持つ

先入観なく、自然体で接する

相談機関を紹介する

地域の人とつながる

認知症の人や家族の話を聞く

困っていたら声をかける

日ごろの関係づくり

 R7

 R5

1.2%

21.2%

42.4%

23.5%

63.6%

97.0%

58.8%

3.0%

6.1%

12.9%

9.1%

2.4% 1.2%

R7

R5

R2

まったくつながりがないようだ あまりつながりがないようだ

ややつながりがあるようだ 十分なつながりがあるようだ

その他 未記入



認知症に関するアンケート（民生委員）

問１１ 音更町にある認知症の取り組みで、知っているものはありますか。（複数回答）

 相談窓口の認知は高水準を維持しており、項目の中で最も高い。また、認知症サポーター養

成講座や認知症ガイドブックも調査ごとに認知割合が上昇している。

2.1%

8.3%

14.6%

8.3%

20.8%

39.6%

22.9%

54.2%

33.3%

39.6%

33.3%

41.7%

60.4%

54.2%

47.9%

58.3%

91.7%

0.0%

12.1%

15.2%

18.2%

24.2%

27.3%

30.3%

33.3%

39.4%

42.4%

48.5%

51.5%

60.6%

66.7%

69.7%

69.7%

93.9%

すべて知らない

認知症初期集中支援推進事業

介護マーク

図書館での展示

GPS貸与

認知症地域支援推進員

コミュニティサポーター

体力・認知力測定会

認知症カフェ

介護家族交流会

認知症講演会

SOSネットワークシステム

成年後見サポートセンター

認知症ガイドブック

サポーター養成講座

消費生活センター

認知症の相談窓口

 R7

 R5



認知症に関するアンケート（民生委員）

問１２ 音更町はどの認知症施策に重点を置く必要があると思いますか。（複数回答）

 今回の調査では、「介護施設の充実」と「医療や介護に結びつかない人への早期対応・支

援」が同率で最も多かった。「本人の声を聴く場や本人同士の交流の場」を選択した割合は、

前回調査から大きく上昇しており、

4.2%

10.4%

12.5%

20.8%

27.1%

22.9%

29.2%

29.2%

20.8%

33.3%

18.8%

31.3%

31.3%

37.5%

37.5%

52.1%

56.3%

58.3%

3.0%

18.2%

18.2%

18.2%

18.2%

21.2%

21.2%

24.2%

24.2%

27.3%

27.3%

30.3%

33.3%

42.4%

42.4%

42.4%

54.5%

54.5%

その他

医療体制の充実

ボランティアの養成

若年性認知症の人に対する支援の充実

未帰宅者の早期発見につなげるネットワーク充実

介護予防・健康づくり

専門職の質の向上

介護者同士が集まり情報交換する場の充実

権利や財産を守る制度の充実

活動の場作り、社会参加の支援

本人の声を聞く場や本人同士の交流の場

医療と介護の連携強化

本人、家族、地域の人、専門職が集まり
情報交換する場の充実

正しい知識を広める啓発活動

相談窓口の充実

早期発見・早期診断するための取り組み

医療や介護に結びつかない人への早期対応・支援

介護施設の充実

 R7

 R5



認知症に関するアンケート（民生委員）

〇地域での交流、声掛け、話し相手、見守り、手助け等（12）

行き過ぎないおせっかいができる人がたくさんいる地域。

町内会、住んでいる地域が理解し、助け合えるよう、日ごろの交流がある地域。

〇施設・サービス・介護職員の充実（3）

〇認知症への理解（2）

認知症の方も、散歩に出かけて近所の人と気軽に話したり、困ったときにはサッと助け舟を出
してあげられる地域になると良い。できるだけ、家族と一緒の生活が送られるようサポートし
てもらえると嬉しい。そのためには、地域への啓発活動が必要。
今まで（認知症になる前）通りの人間関係であたたかく見守りあえる地域。

あたたかく見守り、さりげない寄り添いや繋がりのある地域。決して批判や中傷はしない、と
いう地域自体のメッセージの表示
認知症の人だけでなくて、今後ますます高齢者が増えるので何か良いつながりの場があると良
いと思います。
近所づきあいのこい地域、町内関係が大事だと思う。
地域で生活可能な地域。
気軽に声をかけあえる、様子がおかしいと思ったら連絡し合えるような地域、近隣。
コミュニティをしっかり作る。しっかりしたコミュニティの地域。

つまらない噂を立てず、当たり前の普段と変わらない接し方ができる地域。距離感を間違え
ず、見守り合える地域。

"自宅か施設か本人が希望するほうにすんなりと決められるところ。
サポートの不足や施設の入居待ちがないところ。"
家族が見ていて（都合）用事ができた時いつでも預けられる介護施設。一時的に２，３日見て
くれるところがあると経験上思いました。

一人暮らしの認知症の人をアパートに集める。出入りしやすい施設を作る。認定を受けて、独
居の人は入る。家族も安心する。本人の意志は、あまり聞かない方が良いと思う。強制的にで
す。ちょっと強力だけど。

認知症をどう捉えるかが、大切なことだと思います。家族、地域の方が認知症を正しく理解
し、「できること」に目を向けて不安な気持ちを支えて、今までの生活を継続できることを
願っております。（医療・介護などのサービスを利用して）
周りや世間から苦情や文句を言われないようにサポートする（考え方や対応の仕方を学んでも
らう等の機会を多く作り、全体の底上げをする）。

問１３ 認知症の人やその家族にとて、安心して自分らしく暮らせる地域とはどんな地域だと

思いますか。（自由記載）

認知症の方に限らず、近くの方たちと何かあった時に、゛手を貸してください”等言えるような
人間関係が築くことができる地域になると良いですね…具体的には難しいですね（プライバ
シー、町内会未加入等の現在）。



認知症に関するアンケート（民生委員）

〇相談窓口の周知・充実（3）

小さなことでも相談すること。

いまだに認定の手続等を知らない人もいるので、いろいろなところや場所で手続きや方法を確
認できるようにしたら良いと思う。
主人の親が認知症になり、夫婦で協力して生活を見守り、その後グループホームに入所できた
時はホッとしました。ただ、ものすごいストレスを夫婦そろって抱えていたので、単身で親の面
倒を見るということは大変なことだと思う。認知症家族の情報交換できる集まりをもっと大き
く宣伝してほしい。親への虐待にもなりかねないと思いました。



認知症に関するアンケート（民生委員）

〇その他（1）

わかりません。今は特に問題ありません。


